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（円）

事 業 活 動 報 告 
 
 

計      画 実      施 

【全世代型地域福祉活動の推進】 

 

１．世代に応じた切れ目のない福祉活動を行います。 

・出生してから人生の最期まで、その時々で生じる 

 出来事に向き合う福祉活動に努めます。 

・合併後に生じた福祉活動の実施圏域や対象者の違 

いを是正し、全町的な取り組みを進めていきます。 

 

（該当事業） 

① 学童・生徒のボランティア活動普及事業 

ボランティア活動普及指定校に活動費を助成

し、小学校、中学校及び高等学校の児童・生徒

を対象に福祉教育、体験及び交流活動等を実施

してもらうことで、社会福祉への理解・関心を

高め、ボランティアの心、社会連帯の精神を養

う事業を展開していく。 

 

② おせち料理配食事業 

民生委員児童委員と連携し、歳末見舞金の対象 

にならなかった、ひとり暮らし高齢者、高齢者

夫婦世帯について、元気にお正月を迎えてもら

うことを目的に、おせち料理を配布する。 

 

③ 長寿祝い金贈呈事業 

満 100 歳に達した高齢者に対し、長寿祝い金及

び花束を贈呈することにより長寿を祝福し、も

って高齢者福祉の増進に資することを目的と

する。 

 

 

④ 生活改善合理化普及奨励事業 

a.弔事用ハガキ印刷 

暮らしの無駄を省き見栄や体裁にこだわる 

ことなく心のこもったお付き合いが出来る 

ように虚礼廃止を奨励し、弔事用ハガキを 

作成し提供する。 

 

b.葬祭協力 

自治会・町内会役員の高齢化等により、葬祭

に係る諸活動に支障が生じる場合は、自治

会・町内会からの要請に基づき職員を派遣す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学童・生徒のボランティア活動普及事業 

指定校 2校：鵡川高等学校、穂別高等学校 

各学校に５万円を助成。 

○活動報告会 令和４年１１月２８日（月） 

四季の館研修室 A.B 参加者 20 名 

鵡川高等学校・穂別高等学校 

 

② おせち料理配食事業 

 

③ 長寿祝い金贈呈事業 

 
 

④ 生活改善合理化普及奨励事業 

a. 弔事用ハガキ印刷 

４年度 19件 4,520 枚/３年度 26 件 8,200 枚 

 

 

 

 

b. 葬祭協力 

区  分 ４年度 ３年度 比 較 

鵡川地区 4 件 0 件 4 件 

穂別地区 0 件 0 件 0 件 

 

 

区 分 ４年度 ３年度 

おせち料理 
29 件 
31 食 110,484 

22 件 
33 食 106,920 

区  分 ４年度 ３年度 

鵡川地区 ３件   ３件   

穂別地区 ２件     ３件   

合  計 ５件 ６件 



計      画 実      施 

c.会員への弔意 

   町民の弔意に対して、レタックスにより弔 

   意文を送付し、追悼の意を表す。 

 

⑤ 男の料理教室事業 

60 歳以上の男性を対象に、日常生活において

栄養バランスの良い食事を心がけることによ

り、生活環境の改善を図り、健康福祉の増進に

資する。 

 

⑥ 災害見舞金事業 

火災・風水害等により家屋等が使用に耐えない

程に焼失、流失、崩落した町民に、見舞金を支

給し、もって生活の安定と福祉の増進を図る。 

 

２．町内で活動する福祉団体の活動を支援します。 

・地域の福祉課題の解決に向けて、各福祉団体の活

動を支援します。 

・多様な活動財源の確保と獲得に努めます。 

（該当事業） 

① 福祉団体・ボランティア団体支援（助成） 

積極的に福祉活動に参画している福祉団体・ボ

ランティア団体に対し、助成金を交付すること

で、当事者による活動の強化と地域福祉の増進

を図る。 
 

 

 

  

３．安心して子育てできる環境づくりに向けた検討

を行います。 

・子育て世代の声を受け止める場づくりに取り組み

ます。 

・子ども・子育てに関する新たな取り組みを検討し

ていきます。 

（該当事業） 

① 子育て中の世帯への支援策の構築 

若い世帯への社協の認知度向上を目指して、行

政では担えない病児保育などの課題に対し、子

育て中の支援策を検討する。 

 

②児童・生徒健全育成事業 

a. ひとり親世帯支援事業 

低所得世帯のひとり親家庭における生活の安

定と福祉に繋げる。 

修学旅行助成金／入学及び卒業助成金 

各世帯１万円 

c. 会員への弔意（レタックス） 

区  分 ４年度 ３年度 比 較 

件  数 84 件 83 件 1 件 

 

⑤ 男の料理教室事業 

鵡川地区：10月 17日 参加者８名 

穂別地区：10月 19日 参加者４名 

 

 

⑥ 災害見舞金 0件 

 

 

 

① 福祉団体・ボランティア団体支援 

（助成） 

むかわ町遺族会      173,000 円助成 

胆振身体障害者福祉協会むかわ支部 

             176,000 円助成 

穂別自治会婦人部連絡協議会 23,000 円助成 

むかわ町つくしの会     83,000 円助成 

むかわ町老人クラブ連合会 1,226,172 円助成  

ボランティアさつき会むかわ町赤十字奉仕団 

              21,000 円助成 

むかわ町ボランティア連絡協議会 

35,544 円助成 

 

① 子育て中の世帯への支援策の構築 

支援策について行政と協議検討を行い、研

修会を開催した。 

11 月 28 日（月）ボランティア活動研修会

「ファミリー・サポート・センターとは」

～地域で支えよう安心できる子育て環境づ

くりを目指して～  

NPO 法人チャイルドサポートセンターこあ

ら 高橋みちよ 氏  20 名参加 

 

こども食堂の運営について相談支援を行っ 

た。 

 

② 児童生徒健全育成事業 

a. ひとり親世帯支援事業 



（円）

（円）

（円）

計      画 実      施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 親子バス遠足事業 

寄付者の意向に沿って、ひとり親・障がい児の 

いる世帯等の児童・生徒が、交流及び情報交換 

の場を通し、集団生活の中で仲間に対して思い 

やりのある心を育てる。 

 

 

 

【生活支援・権利擁護体制事業の強化】 

 

１．介護保険事業(居宅介護支援事業)に参入します。 

・居宅介護支援事業をとおし、要介護状態にある住 

 民に対する地域生活を支援します。 

・社協が実施する各種の地域福祉事業と連動した事 

業展開を行い、社協らしい在宅福祉サービスの実 

施に努めます。 

 

（該当事業） 

居宅介護支援事業（新規） 

  むかわ町社会福祉協議会が開設する指定居宅介護

支援事業所の介護支援専門員が、要介護状態、又

は要支援状態にある高齢者に対し、適切な指定居

宅介護支援を提供することを目的とする。 

  

  

 

修学旅行助成 

入学助成／ランドセル贈呈 

 

卒業助成 

区 分 ４年度 ３年度 増減 

中学校 3 件 30,000 0 件 0 0 件 

 

b.親子バス遠足 

・令和４年１０月２９日（土） 

・壮瞥くだもの村 （壮瞥町） 

・２世帯４名参加/役員・職員４名 

※新型コロナウィルス感染防止の為開催を延期

し実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居宅介護支援事業 

管理者：主任介護支援専門員      １名 

     非常勤主任介護支援専門員 １名 

契約件数 

要介護  ２５件 

＊むかわ町地域包括支援センターから要

支援１１件を受託 

 

区 分 ４年度 ３年度 増減 

小学校 0 件 0 1 件 10,000 △1 件 

中学校 2 件 20,000 1 件 10,000 1 件 

合 計 2 件 20,000 2 件 20,000 0 件 

区 分 ４年度 ３年度 増減 

小学校 4 件 40,000 0 件 0 4 件 

中学校 1 件 10,000 0 件 0 1 件 

合 計 5 件 50,000 0 件 0 5 件 

ランドセ

ル贈呈 
3 件 0 件 3 件 



計      画 実      施 

２．住民の多様な生活相談に応じ、適切な支援を行

います。 

・生活困窮者に対する支援を拡充するとともに、各

種貸付事業の効果的な運営を行います。 

・法人後見や日常生活自立支援事業の利用促進を行

います。 

 

（該当事業） 

① 心配ごと相談事業 

通年、心配ごと相談所を設置し、または民生委

員児童委員の協力により、日頃困っているこ

と、悩んでいることなどの相談に応じ、問題解

決に向けての助言等を行い、福祉向上を図る。 

 

② 生活福祉資金貸付事業 

低所得者や高齢者、障がい者の生活を経済的に

支えるとともに、その在宅福祉及び社会参加の

促進を図ることを目的とし、貸付を行う。 

（1）総合支援資金／（2）福祉資金／（3）教

育支援資金／（4）不動産担保型生活資金 
 

（１）総合支援資金 

失業等、日常生活全般に困難を抱えており、生

活の立て直しのために継続的な相談支援（就労

支援、家計指導等）と生活費及び一時的な資金

を必要とし、貸付を行うことにより自立が見込

まれる世帯に対して貸し付ける資金 

 

＊総合支援資金（生活支援費）特例貸付 

（新型コロナ） 

   新型コロナウィルス感染症の影響を受け、

収入の減少や失業等により生活に困窮し、日

常生活の維持が困難となった世帯に対して貸

付 

 

（２）福祉資金（①福祉費（目的別に複数の資

金種類あり）②緊急小口資金）低所得者、障

がい者世帯または高齢者世帯（毎月一定の収

入がある世帯）で、日常生活を送る上で一時

的に必要であると見込まれる資金に対する貸

付 

 ＊緊急小口資金特例貸付(胆振東部地震) 

 

 

 

 

 

 

 

① 心配ごと相談事業 

随時相談を受け付け、解決に努めた。 

10 月 18 日行政相談に職員を派遣し

た。 

 

 

 

 

② 生活福祉資金貸付事業 

（1）総合支援資金 

生活支援特例貸付(新型コロナ) 

区  分 ４年度 ３年度 比較 

鵡川地区 ６件 6 件 0 件 

穂別地区 ０件 0 件 0 件 

計 ６件 6 件 0 件 

 

 

 

 

（２）福祉資金 

緊急小口資金特例貸付(胆振東部地震) 

 

＊貸付平成 30年度に対しての対比 

 

緊急小口資金特例貸付(新型コロナ) 

区  分 ４年度 ３年度 比較 

鵡川地区 25 件 21 件 4 件 

穂別地区 3 件 6 件 △3 件 

免除件数 4 件 0 件 4 件 

計 24 件 27 件 △3 件 

＊非課税となった場合は償還が免除される。 

 

区  分 ４年度 ３０年度 比較 

鵡川地区 5 件 12 件 △7 件 

穂別地区 1 件 3 件 △2 件 

計 6 件 15 件 △9 件 



（円）

計      画 実      施 

  被災された方で道内に住所を有し、当座の

生活費を必要とする世帯に対して貸付を行

う。 

 ＊緊急小口資金特例貸付（新型コロナ） 

  新型コロナウィルス感染症の影響を受け、

休業等により収入の減少がある世帯で、当座

の生活費を必要とする世帯に対して貸付を行

う。 

  

（３）教育資金 

（① 教育支援費 ②修学支度費） 

  低所得者世帯で、高等学校、大学又は高等

専門学校に就学するのに必要であると見込

まれる資金に対する貸付（毎月一定の収入

がある世帯） 

 

  （４）不動産担保型生活資金 

（①不動産担保型生活資金 ②要保護世帯向

け不動産担保型生活資金） 

低所得者の高齢者世帯に対し、一定の居住

用不動産を担保として貸付 

 

③ たすけあい金庫貸付事業 

生活困窮者に対して、応急生活資金、応急医療

費などの生活つなぎ資金として貸し付けし、困

窮者の生活安定を図る。 

 

 

④ 生活困窮者支援事業(新規) 

   金銭貸付の対象とならない生活困窮者に対し

て、食料等の物品を支給し、生活相談や助言を

行うことで安心した生活を送ることができる

ことを目的とする。 

 

⑤ 歳末支援金事業 

経済的に支援の必要な世帯に歳末たすけあい

募金を活用した歳末支援金を贈呈することで、

経済的負担を軽減するとともに新たな年を迎

える時期に地域で安心して暮らせることを目

的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）教育資金 

前年度からの継続貸付  ４件 

本年度の新規貸付    ０件 

次年度への継続貸付   ４件 

 

 

 

 

（４）不動産担保型生活資金 

実績なし 

 

 

 

 

③ たすけあい金庫貸付事業 

区  分 ４年度 3 年度 比 較 

前年度からの継続貸付 1 件 0 件 1 件 

本年度の新規貸付 2 件 2 件 0 件 

償還が完了した貸付 2 件 1 件 1 件 

次年度への継続貸付 1 件 1 件 1 件 

 

④ 生活困窮者支援事業 

食料支援  ２件 

 

 

⑤ 歳末支援金事業（歳末見舞金） 

 

 

区 分 ４年度 ３年度 

個 人 
11 件 
17 名 156,000 

13 件 
18 名 176,000 

施 設 12 施設 216,000 3 施設 65,000 



計      画 実      施 

⑥ 福祉サービス利用援助事業 

(日常生活自立支援事業)  

高齢や障がい等により、日常生活の判断に不安

を感じている方を対象に、生活相談や助言、手

続き代行、書類整理・金銭管理などの支援を行

うことで、安心して生活できることを目的とす

る。 

 

⑦ 成年後見事業の実施検討(新規) 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者

及びその他の者で、意思決定が困難でその判

断能力を補うため、本会が成年被後見人、被

保佐人、被補助人の法人後見を受任し財産管

理及び身上監護を行い、その権利を擁護する

ことを目的とする。 
 

３．住民の多様な生活課題に対する支援活動を行い

ます。 

・多様な地域生活課題に対し、各種専門機関(職)と

連携し解決力を高めます。 

・地域生活課題を抱える住民に対し、地域住民やボ

ランティア等と連携した支援を行います。 

 

（該当事業） 

① 生活支援体制整備事業（受託） 

日常生活上の支援体制の充実・強化及び高齢 

者の社会参加の推進を一体的に図ることを目 

的とし、地域で生活支援・介護予防サービスの 

提供体制の構築に向けた機能及びボランティ 

アシステムの構築の推進を行う。 

 

a. コーディネーターの配置と協議体の設置・運

営 

 

b. 生活支援ボランティアの養成とポイントの付

与 

 

 

c. 認知症サポーターの養成 

 

 

② 配食サービスの配達事業（受託） 

行政が行う配食サービスに対して、ボランティ

アが食事を配達することにより、高齢者の状況

を定期的に把握し、必要に応じ行政等に報告す

ることを目的とする。 

 

 

 

⑥ 日常生活自立支援事業 

契約者数    ３名 

支援員人数  ５名 

研修会参加  ５名 

 

 

 

⑦ 成年後見事業の実施 

法人後見契約件数 

鵡川地区 ２件、 穂別地区 １件 

  市民後見人養成講座受講   ３名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 生活支援体制整備事業 

a. コーディネーター配置 ２名 

（専任１名、兼任１名） 

 

b. 生活支援ボランティアの養成とポイント付

与 

ボランティア登録数  ７５名  

（鵡川４９名／穂別２６名） 

 

c.認知症サポーター  ３６名 

 

② 配食サービス配達事業 

区  分 ４年度 ３年度 比較 

鵡川地区 1,872 食 1,804 食 145 食 

穂別地区 1,215 食 999 食 261 食 

合  計 3,087 食 2,803 食 406 食 

 
配達ボランティア  １０名 
（鵡川５名／穂別５名） 

 



計      画 実      施 

③ 福祉用具貸出事業 

車いすや電動ベッド等の福祉用具を整備し、介

護保険制度での購入、レンタルや障害福祉制度

での助成が対象とならない方を対象に貸し出

しを行うことで、在宅生活を支援する。 

また、学校の授業における福祉教育の場の活用

や各選挙投票所への配置を行い、地域生活を支

援する。 

 

 

 

 

④ 独居高齢者等窓ビニール張り事業 

老朽住宅に居住する在宅高齢者等で、窓にビニ 

ールを張ることにより、少しでも暖かい生活 

ができることを目的に支援する。 

 

 

【住民の多様な社会参加の推進】 

 

１．社会福祉にふれられる機会を創出します。 

・住民が地域福祉活動にふれる機会を提供します。 

・確かでわかりやすく、各事業の対象者（ターゲッ

ト）に応じた効果的な情報発信に努めます。 

 

（該当事業） 

① 社会福祉大会事業 

社会福祉関係者及び町民が一堂に会し、豊かな

地域福祉社会について考えるとともに、多年に

わたって社会福祉の発展に功績のあった方々

を表彰するために開催する。 

 

 

② ふれあい広場事業 

地域住民が誰でも気軽に参加し、高齢者、心身

にハンディキャップのある方、児童生徒が一緒

になって、「ふれあいの場」を通して、福祉活

動に対する住民の理解を深めるとともに、参加

された方々が支え合い、人に優しい心の「わ」

の広がりと、今後の福祉活動の推進を図る。 

 

③ 広報啓発事業 

地域住民に向け、福祉推進のための広報啓発を

行う。 

a. ふくしだよりの発行 

 

 

③ 福祉用具貸出事業  

貸出件数 

 

④ 独居高齢者等窓ビニール張り事業 

区  分 ４年度 ３年度 比 較 

実施軒数 4 件 2 件 2 件 

 

 

 

 

 

 

 

① 社会福祉大会事業 

第 5回むかわ町社会福祉大会 

令和４年 11 月 20 日（日） 

四季の館たんぽぽホール 

参加者 260 名 

表彰者 個人 44 名、4団体 

映画上映 

「ぼけますから、よろしくお願いします。」 

講演 （監督）信友直子氏 

 

② ふれあい広場事業 

新型コロナウイルス感染防止の為、実行委員体

制を行わず、縮小版〔福祉機器展示・リサイク

ル市〕を開催した。 

鵡川地区：令和 4年 10 月 22 日四季の館研修室 

穂別地区：令和 4年 10 月 27 日町民センター 

 

③ 広報啓発事業 

a. ふくしだよりの発行 

年６回発行（№96～101）全戸に配付した。 

発行日 R4.6.1/ R4.8.1/ R4.10.1 

            R4.12.1/ R5.2.1/R5.4.1 

区   分 ４年度 ３年度 比 較 

車椅子 74 台 51 台 23 台 

歩行器等 16 台 16 台 0 台  

簡易トイレ 21 台 24 台 △3 台 

手すり等 66 台 38 台 28 台 

ベッド 24 台 13 台 11 台 

ケアスロープ 8 台 13 台 △5 台 



計      画 実      施 

b. ホームページの充実   

 

 

 

c. 社協概要の発行 

 

 

２．住民の社会参加を支援します。 

・外出の機会を提供し、社会参加を促進します。 

・外出に困難を抱える住民に対する支援を行いま

す。 

（該当事業） 

① おでかけ支援事業 

在宅の独居及び高齢者夫婦世帯で外出機会が

少ない方を対象に、外出の機会を作り在宅生活

を豊かにする。 

 

 

 

 

 

② 外出支援サービス事業（受託） 

おおむね６５歳以上及び障がい者で、公共交

通機関などによる外出が困難であり、家族等

の送迎がない方を対象に、町内医療機関の受

診、理美容等の利用時に外出支援、入浴送迎、

買い物支援を行い、地域における自立生活及

び社会参加を促す。 

 

 

③ 福祉活動車輌貸出事業 

単独で移動が困難な高齢者、障がい者等並び

にボランティア団体、自治会町内会、福祉団

体等に社協公用車を貸し出しすることで、外

出支援・社会参加を促進し、団体活動を支援

する。 
 

 

 

３．ボランティアセンターの機能を強化します。 

・ボランティアコーディネート機能を強化し、社会

参加を促進します。 

・住民に対するボランティアの啓発と育成に取り組

みます。 

（該当事業） 

１．ボランティアセンター事業 

a. ボランティアセンター運営事業 

ボランティア活動に参加しやすくなるよう

b．ホームページの充実 

内容等を更新しながら地域福祉に関連する社 

協事業を新着情報として発信した。 

 

c.社協概要の発行 

令和 4年 7月に 100部発行し関係機関へ配付 

した。 

 

① おでかけ支援事業  

区  分 ４年度 ３年度 比較 

 新規 計 新規 計 新規 計 

鵡川地区 7 名 44 名 1 名 18 名 6 名 26 名 

穂別地区 12 名 26 名 2 名 11 名 10 名 15 名 

合  計 19 名 70 名 3 名 29 名 16 名 41 名 
 

＊令和 4年度は 2回実施し、令和 3年度は新型

コロナウイルス感染防止のため各地区１回実

施。     

 

②外出支援サービス事業 

行政と運行に対して協議を行った。 
 
 

③ リフト付きワゴン車の貸出 

＊単位老人クラブ定例会等で使用 

（土又は日曜日） 

区 分 ４年度 ３年度 比較 

鵡川地区 5 件 5 件 0 件 

穂別地区 0 件 0 件 0 件 

 

１．ボランティアセンター事業 

a. ボランティアセンター運営事業 

ボランティアセンター登録者 

区分 ４年度 ３年度 比較 

団体 12 1,588 名 12 1,652 名 △64 名 

個人  201 名  196 名     5 名 

合計 12 1,789 名 12 1,848 名 △59 名 

区  分 ４年度 ３年度 比較 

外出支援 延 3,458 回 延 3,946 回 △488 回 

入浴送迎 延 1,537 回 延 1,394 回 143 回 

生活関連 延 215 回 延 149 回 66 回 

合  計 延 5,210 回 延 5,489 回 △279 回 



（円）

（円）

（円）

計      画 実      施 

に、相談窓口としての機能を充実させ、情報を

集約・発信して、住民のボランティア活動への

参加の視野を広げるよう推進する。 

 

b. ボランティア養成事業 

ボランティア活動を実践している活動者や、

ボランティア活動に興味関心を持つ地域住民

に対し、研修の機会や活動者同士の情報交換

の場を提供することで町内ボランティアの底

上げを目指す。 

 

【小地域福祉活動の強化】 

 

１．自治会・町内会を基盤とした小地域福祉活動を

推進します。 

・地域のつながりを維持・強化する活動を支援しま 

す。 

・地域活動実践者の情報交換や研修の場を設け、小 

地域福祉活動の発展を図ります。 

（該当事業） 

①自治会・町内会推進事業 

a. 見守り活動 

日常の生活や健康状態、非常時の対応が心配

なひとり暮らしの高齢者等を対象に、声かけ

や定期的な訪問による話し相手等をしなが

ら、安否の確認や健康上の変化を見守ること

によって、事故を未然に防いだり、異常を発見

する。 

 

 

 

b. 日常生活支援活動 

身体が不自由になって、家事や外出が困難に

なっている世帯、家族での介護や看病が困難

な高齢者等を対象に、家事援助・身体介助・

外出介助・介護支援・その他（簡単な用足

し）などを支援する。 

 

 

c. 社会参加活動 

一般住民・地域住民を対象に、ふれあいのなか

で、コミュニティ活動を実践する。（１）介護

予防事業（元気高齢者づくり）（２）世代間交

流事業（３）自治会・町内会行事への参加支援 

 

 

 

 

 

 

b. ボランティア養成研修 

令和４年７月３０日（土） 

四季の館研修室 A.B 参加者 24 名 

「コロナ禍での災害ボランティア活動につい

て」～災害に強いまちづくりを一緒に～ 

 講師 学校法人リズム学園  

学園長 井 内  聖  氏 

 

 

 

 

a. 見守り活動 

※件数は自治会・町内会等の数 

※人数は要支援者の数 

 

 

b．日常生活支援活動 

※件数は自治会・町内会等の数 

※人数は要支援者の数 

 

 

c. 社会参加活動 

【(1)+(2)+(3)の合計】 

区  分 令和４年度 令和３年度 

鵡川地区 
24 件 

219 名 
175,000 

24 件 

220 名 
175,000 

穂別地区 
8 件 

60 名 
45,000 

10 件 

74 名 
60,000 

合  計 
32 件 

279 名 
220,000 

34 件 

294 名 
235,000 

区  分 令和４年度 令和３年度 

鵡川地区 
12 件 

66 名 
183,000 

12 件 

68 名 
194,000 

穂別地区 
5 件 

30 名 
65,000 

6 件 

34 名 
77,000 

合  計 
17 件 

96 名 
248,000 

18 件 

102 名 
271,000 

区 分 令和４年度 令和３年度 

鵡川地区 37 件 410,800 31 件 343,200 

穂別地区 4 件 35,600 5 件 46,000 

合  計 36 件 446,400 36 件 389,200 



（円）

（円）

（円）

計      画 実      施 

（１）介護予防事業（元気高齢者づくり） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）世代間交流事業 

 

 

 

 

 

 

（３）自治会・町内会行事への参加支援 

 

 

 

 

 

 

 

d.福祉委員設置事業 

福祉に関する問題や要望を発見し、助け合い

活動を展開して地域の人たちと共に福祉のま

ちづくりを進め、自治会町内会活動推進事業

の推進役として自治会・町内会に福祉委員を

配置する。 

 

２．住民主体のつながりを創出します。 

・住民同士が出会える場を創出し、つながりあう関

係づくりを支援します。 

・地域住民やボランティア等と連携し、住民主体の

地域活動に取り組みます。 

（該当事業） 

① サロン事業 

a. いきいきふれあいサロン事業 

      介護予防の一環として、65 歳以上でデイサー

ビスに通っていない、外出機会の少なくなっ

た高齢者を対象に、孤独感の解消、心身の健

康維持増進を図る。 

  

b. なかよし広場 

支え合い助け合い、いきいきと健康を暮らす

ことを願い、サロンサポーターが中心となり

アウトリーチ型のサロン活動を行う。 

 

ｄ．福祉委員７１名の委嘱 

委嘱期間 令和２年４月１日～ 

  令和５年３月３１日まで（３年）  

 
 
 
 

① サロン事業 

a. いきいきふれあいサロン 

鵡川地区 11 回、穂別地区 6回開催 

参加者 

区  分 ４年度 ３年度 比 較 

鵡川地区 389 名 265 名 124 名 

穂別地区 143 名 26 名 117 名 

合  計 532 名 291 名 241 名 

 

b. なかよし広場 

鵡川地区 6回開催。 

6 月 6日 川東第１集落センター／31名参加 

7 月 8日 汐見漁村センター／17名参加 

9 月 9日 川東第 2集落センター／23名参加 

10 月 14 日 川西第２集落センター／31名参加  

11 月 11 日 川西第 1 集落センター／34名参加 

3 月 3 日 四季の館研修室 A.B／ 43 名参加 

穂別地区は開催が出来なかった。 

(1)介護予防事業 

区  分 令和４年度 令和３年度 

鵡川地区 10 件 87,400 10 件 83,200 

穂別地区 0 件 0 1 件 12,400 

合  計 10 件 87,400 11 件 95,600 

 

(2)世代間交流事業 

 

区  分 令和４年度 令和３年度 

鵡川地区 5 件 56,000 4 件 37,000 

穂別地区 1 件 3,600 2 件 7,600 

合  計 6 件 59,600 6 件 44,600 

(3)自治会（町内会）行事への参加支援 

 

区  分 令和４年度 令和３年度 

鵡川地区 22 件 267,400 17 件 223,000 

穂別地区 3 件 32,000 2 件 26,000 

合  計 25 件 299,400 19 件 249,000 



計      画 実      施 

c. 憩いの場支援事業 

地域で高齢者や障がい児・者、子育て中の方

などが、生きがい活動と元気に暮らすきっか

けづくりを見つけ、地域住民同士のつながり

を深める自主活動の場とし、むかわ町内の施

設を活用し、交流の場を設けることで、住民

の地域への関心を深め、近隣での助け合いを

育む地域づくりを目指す。 

 

d. レクリエーション用品貸出事業 

 自治会・町内会活動の活性化や福祉コミュ

ニティの輪を広げ、住民間交流の促進を目

的として貸出を行う。 

 

３．福祉活動の担い手と連携を強化します。 

・自治会・町内会、福祉委員及び民生委員、児童委

員との連携を強化します。 

・福祉事業所や福祉にとらわれない多様な機関との

連携を構築します。 

 

（該当事業） 

① 敬老会への祝品贈呈事業 

長寿を祝い、各施設で行われる敬老会に福祉活

動の推進を目的とし、祝品の贈呈をする。 

 

②  地域関係団体との連携 

地域で支援が必要な人の把握や相談支援を充

実させるため、町内会・自治会や民生委員児

童委員の方々とより一層の連携を図り、共に

解決を目指す取り組みを推進します 

 

【安定・自立（自律）した法人運営】 

 

１．組織の運営体制を強化します。 

・事業評価の結果をふまえた事業展開を行います。 

・社協の指針・機能や事業運営について役職員が協 

議する場を設けます。 

（該当事業） 

① 理事会 年６回開催 

（５・７・９・１２・２・３月） 

 

 

 

 

 

 

c.憩いの場支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

d.レクリエーション用品貸出 

レクリエーション用品等 ５件 １２品 

行事用テント      ６件 ２０張 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 敬老会への祝品贈呈事業 
※新型コロナウィルス感染防止の為開催中止 

 

 

② 地域関係団体との連携 

自治会・町内会連合会へ地域福祉活動の

資料を配布した。 

民生委員児童委員協議会各地区の定例会

に参加し、社協事業の推進、協力をお願

いした。 

 

 

 

 

 

 

① 定例理事会 ６回開催 

第 1回 令和 4年 5月 25 日   9 名出席 

第 2回 令和 4年 7月 27 日  12 名出席 

第 3回 令和 4年 10 月 3日  11 名出席 

第 4回 令和 4年 12 月 9日  10 名出席 

第 5回 令和 5年 2月 9日   13 名出席 

第 6回 令和 5年 3月 9日   10 名出席 

区  分 みんなの茶店 

開催日数 １０２日 

利用者数 ６１１人 

１日平均 約６人 



計      画 実      施 

② 監査 年４回開催 

（５・８・１０・２月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③評議員会 

定時評議員会 （６月） 

    定例評議員会 （３月） 

 

 

 

 

 

 

④ 社協職員の採用・配置 

効率的・効果的な事業運営を行うための計画的

な職員の採用及び配置を行う。 

 

 

 

 

 

⑤ 事業運営の透明性 

財務諸表、現況報告書、役員報酬基準の公表

に係る規程の整備 

 

 

 

２．地域福祉活動の推進力を強化します。 

・役員と職員の連携を図るとともに、地域福祉の専 

 門性を高めます。 

・保健・医療・介護・福祉の共通した課題に向けて、 

専門機関や団体等と協働・連携を促進します。 

（該当事業） 

①部会の設置 

総務部会・福祉事業部会 

        年３回開催 

（７・１１・２月） 

 

 

② 監査 

第 4・四半期監査及び決算監査 

令和 4年 5月 12 日   2 名出席 

第 1・四半期監査、令和 3年度福祉団体等 

助成金監査     

令和 4年 8月 8日      2 名出席 

第 2・四半期監査    

令和 4年 10 月 25 日   2 名出席 

第 3・四半期監査    

令和 5年 2月 7日      2 名出席 

 

③ 評議員会 ２回開催 

定時評議員会  

令和 4年 6月 13 日   評議員 17名出席 

  理事・監事 10 名出席 

定例評議員会  

令和 5年 3月 27 日   評議員 13名出席 

          理事・監事 11名出席 

 

④ 社協職員の採用・配置 

採用：計画的な職員採用が出来るよう

行政担当者と協議を行い、令和５年度

新規職員募集に向け大学訪問を行いま

した。 

職員配置人数：本所７人・支所３名 

  

⑤ 社協広報誌「ふくしだより」、ホーム

ページ等を活用し社協運営について公

表した。 

 

 

 

① 部会の設置 

総務部会 ３回開催     

第 1 回 令和 4年 9月 14 日   7 名出席 

第 2回 令和 5年 1月 24 日   5 名出席 

第 3回 令和 5年 2月 22 日   7 名出席 

 

福祉事業部会 ３回開催 

  第 1 回 令和 4年 7月 13 日   7 名出席 

    第 2 回 令和 4年 11 月 2 日   8 名出席 

  第 3 回 令和 5年 2月 2日   7 名出席 



（円）

計      画 実      施 

②社会福祉に関する関係団体との連携 

a.委員会の設置 

評議員選任・解任委員会／ボランティアセン

ター運営委員会／広報編集委員会／生活福祉

資金貸付調査委員会／たすけあい金庫貸付運

営委員会／広報掲載審査委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 行政との連携 

地域で支援が必要な人の把握や相談支援を充

実させるため、関係団体と連携を図りともに解

決を目指す。 

 

 

 

 

 

 

c. 各種団体との連携 

地域で支援が必要な人の把握や相談支援の充

実を図るため、保健・医療福祉等の関係機関と

の協働の取り組みを行う。 

 

③ 役職員の連携・資質向上 

働きやすい職場環境の整備、本所、支所の職員

間の連携、知識や技術を身につけ職場全体で資

質向上を図ることを目的とする。 

 
 

３．安定・継続的な法人経営を行います。 

・地域福祉実戦計画を基本とし、計画的な地域福祉

活動を行います。 

・非常時における福祉事業の継続的な実施体制を構

築します。 

 

（該当事業） 

①自主財源の確保 

a. 会費の増強 

町民をはじめ福祉団体や企業等の方々に参画

② 社会福祉に関する関係団体との連携 

a. 委員会の設置 

ボランティアセンター運営委員会 2回開催 

 第 1回 令和 4年 6月 21 日   3 名出席 

 第 2回 令和 5年 1月 30 日   3 名出席 

 広報編集委員会         2 回 

  第 1 回 令和 4年 8月 19 日   4 名出席 

  第 2 回 令和 5年 2月 1日   5 名出席 

 生活福祉資金貸付調査委員会   2 回開催 

  第 1 回 令和 4年 8月 10 日   4 名出席 

  第 2 回 令和 5年 2月 28 日   5 名出席 

 たすけあい金庫貸付運営委員会  2 回開催 

  第 1 回 令和 4年 8月 10 日   4 名出席 

  第 2 回 令和 5年 2月 28 日   5 名出席 

 

 ｂ.行政との連携 

 むかわ町民生委員推薦会  １回 

地域ケア会議（月２回） ２３回 

定例連絡会議（月１回）  ９回 

むかわ町保健医療福祉推進協議会 委員２名 

心配ごと相談員（行政相談）１回 

むかわ町営住宅入居者選考委員会 委員１名 

むかわ町青少年健全育成委員会 委員１名 

東胆振精神保健協会専門部会 委員１名 

     

c.各団体との連携 

むかわ町地域ケア実務者研修会に参加

し、関係機関と情報交換を行った。 

 

③ 役職員の連携・資質向上 

 本所支所との連携を強化するため職員

会議を８回開催した。  

 

 

 

①自主財源の確保 

a.会 費 

 

区  分 ４年度 ３年度 比 較 

一般会費 2,076,900 2,105,700 △28,800 

特別会費 267,000 237,000     30,000

賛助会費 426,000 411,000 15,000 

合  計 2,769,900 2,753,700 16,200 



計      画 実      施 

してもらい、地域住民の支え合いの活動を進め

るために会員・会費の確保に努める。 

 

b. 寄付の増強 

むかわ町社協が行う様々な社会福祉事業の充

実を目指し、事業資金の協力、社会参加を募る。 

 

c. 広告掲載料の増強 

町民の日常生活に関連する公共的性格のある

私企業等で、町内に事業所を有する者や私企

業及び自営業で町内に事業所を有する者の広

告を掲載する。 

 

d. 共同募金委員会との連携 

共同募金（赤い羽根共同募金・歳末たすけあ

い募金）は貴重な自主財源となることから、

共同募金委員会と連携を図り、運動の啓蒙と

募金の協力を行う。 

 

② 職場環境の改善 

非常時などの業務推進力の向上と職員のスト

レス軽減、メンタルヘルス不調を予防するた

め、働きやすい環境作りを目指す。 

 

③ 感染症対策及び非常時における事業継続計画

の策定 

胆振東部地震の教訓を踏まえ非常時の組織対

応力を強化し、緊急時（大地震、新型感染症の

発生等）においても、職員とその家族及び利用

者の安全を確保しながら事業を適切に継続・運

営することを目的とする。 

 

④ 災害ボランティアセンターの設置・運営 

むかわ町や他市町村での災害発生時、災害ボラ

ンティア積立預金を活用し、ボランティアセン

ターの運営、支援を行う。 

 

⑤ 地域福祉実践計画の評価・策定 

地域福祉実践計画の進捗状況や事業評価を行

い社会・経済情勢の変化や社会動向などに対

応するため必要に応じ計画内容の見直しを行

っていく。 

 

 

 

b.寄附の増強          （円） 

 

C.広告掲載  ０件 

 

 

 

 

d.共同募金委員会との連携 

共同募金委員会と連携し、街頭募金等募

金活動の推進に努めました。 

 

 

 

② 職場環境の改善 

職員に有給の取得を推進し、環境整備

に努めた。 

 

 

③ 感染症対策、災害時における事業継続

計画（案）の策定に向け準備を行った。 

 

 

 

 

 

④ 災害ボランティアセンターの設置・運

営支援ができるよう準備を行った。 

 

 

⑤ 地域福祉実践計画の評価・策定 

福祉事業部会、職員会議で実践計画の

進捗状況、事業評価等を行った。 

 ４年度 ３年度 比 較 

件  数  71 件 85 件 △14 件 

金  額 2,440,086 2,998,407 △558,321

 


